
令和７年８月２２日 

湯沢河川国道事務所 

開通見通しのお知らせ 

国道１３号横堀道路は令和７年内に開通します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、仮称となっておりましたインターチェンジ名称が決定しましたので、併せて 

お知らせいたします。 

（仮称）下院内インターチェンジ → 下院内
しもいんない

インターチェンジ 

   なお、横堀道路開通時には、下院内インターチェンジ及び雄勝こまちインターチェンジ 

の通行方法が「別添」のとおり変更となります。 

 

 

 

 

＜発表記者会：秋田県政記者会、横手記者会、大仙市地方紙＞ 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 
秋田県湯沢市関口字上寺沢６４－２ 
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 （内線２０５） （代表）０１８３－７３－３１７４ 

記者発表資料 

【開通時期】 

＜横堀道路の開通による主な整備効果＞ 
・冬期の交通機能低下の解消、信頼性の向上に期待 
・地域産業、地域農業、周遊観光の支援に期待 

※通行止め、交通切替の詳細は湯沢河川国道事務所 HP「みち情報－お知らせ」 
に掲載してまいります。 
URL：https://www.thr.mlit.go.jp/yuzawa/02_miti/index.htm 

○国土交通省が事業を進めてまいりました高規格道路「東北中央自動車

道」の一部を構成する国道 13 号横堀道路（延⾧ 3.7km）については、

令和７年内に開通できる見通しとなりました。 

具体の開通日時については、今後の工事進捗状況を踏まえて改めてお知

らせします。 

○なお、今後横堀道路の開通に向け、前後の開通済区間との接続工事のた

め、東北中央自動車道の一部区間で通行止め及び交通切替※が生じます

ので、通行の際は交通規制情報等を確認のうえ、安全に通行願います。 

令和７年度内  →  令和７年内 



 

 
国道１３号 横堀

よこぼり

道路開通後の「下院内
しもいんない

IC」、「雄勝
お が ち

こまち IC」通行方法について 

横堀道路開通時には下院内 IC(院内道路と接続)及び雄勝こまち IC(湯沢横手道路と接続)の通行方法が 
下図のとおり変わります。 

下院内 IC   雄勝こまち IC   

東北中央自動車道 
(湯沢横手道路) 

 
東北中央自動車道 

(院内道路) 

横堀道路開通後は、 
山形方面の出入が 
できなくなります。 

至 山形市 

至 秋田市 至 山形市 

至 秋田市 
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交差点の位置が 
変更となります 
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国道 13 号 横堀道路 延⾧ 3.7km 
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＜凡例＞ 

    横堀道路(事業中) 

東北中央自動車道 
（開通済み区間） 

国道 13 号 
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○当該地域は秋田県内でも有数の豪雪地帯であり、冬期間は路面凍結や堆雪等による幅員減少の影響で速度低下が発生。
○また、当該地域の国道１３号では、冬期では倒木や雪崩による通行止めが発生するなど、信頼性に課題。
○東北中央自動車道の一部となる横堀道路の整備によって、冬期の交通機能低下を解消、信頼性向上が期待。

冬期の交通機能低下の解消や安全性・信頼性向上に寄与

▼秋田県内の年間降雪量トップ５(R6年度) ▼通常期・冬期の旅行速度の状況（上院内IC～湯沢ＩＣ）
真室川雄勝道路

事業中
東北中央自動車道
(院内道路)
H28開通

横堀道路
事業中

東北中央自動車道(湯沢横手道路)
H19全線開通

至
新
庄
市

至
横
手
市

秋田県

国道１３号東北中央自動車道

(院内道路)

下院内IC

(仮)上院内IC

横堀道路並行区間

湯沢IC

東北中央自動車道(湯沢横手道路)

雄勝中央病院

資料：ETC2.0データ
通常期 冬期

※通常期：R6.9-11月平日、冬期：R6.12-R7.3月平日のうち降雪量20cm以上の日

※集計時間帯：昼間12時間平均（7時～19時）
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院内駅

院内駅周辺地域
H27.2.21

院内駅周辺地域からの救急要請
(雄勝分署→院内地区→雄勝中央病院）

開通前48分⇒
開通後46分（2分短縮）

秋田県内
第1位、第5位が

湯沢市内の観測箇所

秋田県

1位 湯の岱
（777㎝）

5位 湯沢
（540㎝）

2位 阿仁合
（754㎝）

3位 横手
（615㎝）

4位 鹿角
（567㎝）

横堀道路

雄勝分署
（救急車1台配備）

救急車退出路

R2.12.18

速度低下

速度低下

三関IC

現在搬送ルート
横堀道路整備後搬送ルート

冬期通行止め発生箇所

雄勝こまちIC 須川IC

資料：気象庁

東北中央
自動車道
高速道路

直轄国道

特別豪雪地帯

(事業中)

(事業中)

H22.2.7
H22.2月(4、13、16、21)

雪崩発生状況 H27.2.21 堆雪による幅員減少状況 H24.2.1降雪による倒木状況 R2.12.18

至 秋田市

至 山形市
至 山形市

至 秋田市

至 山形市

至 秋田市

地吹雪による視界不良 R4.2.3

至 山形市

至 秋田市
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製造業の連携支援
○横手市には大手自動車部品製造工場が立地しており、一部部品は新庄市に位置する企業より調達するなど、秋田県

と山形県を跨いだサプライチェーンが構築。
○横堀道路の整備により、輸送信頼性が向上し、円滑なサプライチェーンの実現を支援。

▼輸送用機械器具製品の
出荷額シェア（秋田県）

横手市

72%

大仙市
4%

秋田市
2%

その他
22%

秋田県

638億円
（R4実績）

資料：経済構造実態調査

▼自動車部品の搬送ルート

横手市は、輸送用機械器具
製品の出荷額が県全体の
約7割（県内第１位）

▼秋田県産せりの取り扱い時期

地域農業支援

▼「三関せり」の生産地域と関東方面への出荷ルート

○湯沢市三関地域の伝統野菜である「三関せり」の出荷は冬期がピークであり、東京方面には東北中央自動車道や国道
13号を走行し出荷。

○横堀道路の整備により、輸送時間の短縮や冬期交通の安定性・信頼性が向上し、地域農業を支援。

資料：JAこまちHPより

三関せり
冬期が
出荷ピーク

地域観光支援
○湯沢市は通常期・冬期問わず多くの観光資源を保有。
○横堀道路の整備により、山形県～秋田県のアクセス性

が向上し、地域間の観光連携の促進を支援。

▼東北中央自動車道沿線
（最上地域～湯沢雄勝地域）の主な観光地

資料：東京中央卸売市場 市場統計情報（R6年度）

出典：湯沢市 出典：湯沢市観光物産協会

犬っこまつり 稲庭うどん工場見学・
手造り体験

小安峡大噴湯

出典：湯沢市

道の駅おがち

出典：道の駅おがち

新庄中核
工業団地

自動車パーツ
部品製造企業

大手自動車部品
製造企業

横手市

横手工業団地

秋田自動車道

製造
連携

自動車パーツ部品の搬送ルート

【主な製造部品】 パワーステアリング

新庄市

国道13号、東北
中央自動車道を
利用して1日1回
搬送

出典：新庄市HP

【主な製造部品】 自動車用部品（シャフト）

資料：東京中央卸売市場 市場統計情報（R6年度）

湯沢市
観光地点
冬期観光
ジオサイト

凡例

秋田県

山形県

湯沢市
三関地域

県外に出荷される
「三関せり」のうち約半数
が東北中央自動車道等
を活用し東京方面に出荷

横堀道路

新庄金山道路

金山道路

真室川雄勝道路

横堀道路

真室川雄勝道路

金山道路

新庄金山道路


